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(57)【要約】
　斜視硬性内視鏡の対物レンズ（１）であって、前記対
物レンズ（１）の軸線（１８）に対して傾斜した平らな
接合面（６、１６）で互いに隣接した２つのプリズム（
４、７）から成るプリズム組立体を有し、前記遠位プリ
ズム（４）が前記対物レンズ（１）の視野方向（１７）
に垂直な遠位端面（３）を有し、前記端面から入射する
光線（５）が前記遠位プリズム（４）と前記接合面（６
、１６）の透過領域（１９）とを通して前記近位プリズ
ム（７）に入射し、前記近位プリズム内で傾斜面（８）
の第１鏡（９）と前記接合面（１６）の第２鏡（１０）
とで２回反射後に前記対物レンズ（１）の前記軸線（１
８）の方向で、前記軸線に垂直な面（１１）を通して出
射し、前記第２鏡（１０）が前記透過領域（１９）の外
側に配置されているものにおいて、前記第２鏡（１０）
の平面（６、１６）で前記第２鏡と前記透過領域（１９
）との間に吸収層（１５）が配置されていることを特徴
とする対物レンズ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　斜視硬性内視鏡の対物レンズ（１）であって、前記対物レンズ（１）の軸線（１８）に
対して傾斜した平らな接合面（６、１６）で互いに隣接した２つのプリズム（４、７）か
ら成るプリズム組立体を有し、前記遠位プリズム（４）が前記対物レンズ（１）の視野方
向（１７）に垂直な遠位端面（３）を有し、前記端面から入射する光線（５）が前記遠位
プリズム（４）と前記接合面（６、１６）の透過領域（１９）とを通して前記近位プリズ
ム（７）に入射し、前記近位プリズム内で傾斜面（８）の第１鏡（９）と前記接合面（１
６）の第２鏡（１０）とで２回反射後に前記対物レンズ（１）の前記軸線（１８）の方向
で、前記軸線に垂直な面（１１）を通して出射し、前記第２鏡（１０）が前記透過領域（
１９）の外側に配置されているものにおいて、前記第２鏡（１０）の平面（６、１６）で
前記第２鏡と前記透過領域（１９）との間に吸収層（１５）が配置されていることを特徴
とする対物レンズ。
【請求項２】
　前記吸収層（１５）が前記第２鏡（１０）に部分的に重ねて配置されていることを特徴
とする請求項１記載の対物レンズ。
【請求項３】
　前記第２鏡（１０）が被覆として前記近位プリズム（７）の前記接合面（１６）上に配
置され、前記吸収層（１５）が前記遠位プリズム（４）の前記接合面（６）上に配置され
ていることを特徴とする請求項２記載の対物レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文に指摘した種類の対物レンズに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の対物レンズは、例えば内視鏡が大抵はごく細くなければならず、そのことから
対物レンズも数ミリメートルの直径範囲内でなければならなくなる等の一連の問題を有す
る。それに加えて硬性対物レンズにおいて生じる問題として、対物レンズは大抵斜視式に
形成されていなければならず、対物レンズの視野方向が対物レンズの軸線に対して或る角
度を成し、この軸線上で光線は対物レンズの主部を通して、例えば受像機上または内視鏡
の長さにわたって画像を送るイメージガイド上で直接に、近位側へと射出される。これら
両方向の間での光線の屈曲は、普通、プリズム組立体で行われる。
【０００３】
　特許文献１の図３が示す前文に係る対物レンズでは、プリズム組立体が２つのプリズム
から成り、そのうち近位プリズムは光線を鏡で２回反射後に対物レンズの軸線方向に射出
する。特許文献２は吸収層を有する類似の構造を示している。
【０００４】
　従来未解決の諸問題が第２鏡において発生する。第２鏡は光線透過領域の方向で接合面
によって限定されていなければならない。さもないと、第２鏡が光線を部分的に遮断する
であろう。しかし第２鏡が透過領域の方向で十分に張り出していないと、視野方向に対し
て斜めに入射する光線は第２鏡の脇を通過し、第１鏡の脇も通過して近位プリズムを通し
て近位方向で観察者へと直接進み、そこで妨害作用を生じることがある。つまりこの理由
から第２鏡は透過領域に極力接近しているべきであろう。しかしながらその場合別の作用
が妨害することになる。接合面内をごく急峻に推移する傾斜光線は近位プリズム内で鏡間
を急峻に推移し、なお１回付加的に往復し、つまり合計４回反射される。そのことからや
はり妨害が生じる。４回反射する問題は、斜視角度が小さければ小さいほど一層強まる。
つまり設計者はここで、過度に長い鏡または過度に短い鏡において発生する２つの妨害作
用の間でジレンマに陥る。しかし中間的長さは、その場合両方の作用の発生することがあ
るのでやはり満足できるものでない。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】独国特許出願公開第１９７　２０　１６３号明細書
【特許文献２】独国特許発明第３５　３７　１５５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、前文に係る対物レンズにおいて第２鏡の長さから生じる諸問題を避け
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この課題は、請求項１の特徴部分の特徴によって解決される。
【０００８】
　本発明によれば、第２鏡が欠落し従って光線が両方の鏡の脇を直接通過し得る透過領域
の横の領域に、直線的に通過する光線を吸収する吸収層が設けられている。しかしこの吸
収層は近位プリズム内での４回反射も防止する。というのも、光線が特別急峻な場合この
光線は第１反射後に吸収層に衝突してそこで吸収されるからである。つまり、構造上ごく
単純なこの仕方で両方の妨害作用は同時に抑制される。
【０００９】
　吸収層は第２鏡に隣接して配置しておくことができようが、しかし主に請求項２により
第２鏡に部分的に重ねて配置されている。鏡は近位プリズムに向けて反射しなければなら
ないので、吸収層は遠位プリズムに向き合う鏡外面にのみ配置しておくことができる。吸
収層はそこでは妨害とならず、しかも、遠位プリズム内のこの鏡での内部反射を妨げるこ
とによって有利に作用する。
【００１０】
　鏡と、部分的に重なる吸収層は、両方を上下にして遠位プリズムまたは近位プリズムの
接合面上に配置しておくことができよう。しかし請求項３により有利には鏡が近位プリズ
ム上に配置され、吸収層が遠位プリズム上に配置されており、そのことで製造が容易とな
る。
【００１１】
　図面に本発明が例示的に、本発明に係る対物レンズの遠位部の軸方向断面図を示す単一
の図１に略示してある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】硬性内視鏡の対物レンズ１の遠位端領域を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　特許文献１の図１～図３を参考にする。この公報の図２、図３と比較して認められるよ
うに、本願の図１に示された対物レンズ部は公知構造の遠位端領域である。
【００１４】
　対物レンズ１の略示した領域において光は遠位プリズム４の遠位端面３に固着された負
レンズ組立体２を通して入射する。中央画像光線５は対物レンズ１の視野方向１７と平行
に負レンズ組立体２、遠位プリズム４を通してその下手にある近位プリズム７へと推移す
る。画像光線５はプリズム４の接合面６とプリズム７の接合面１６とを貫通する。プリズ
ム４、７はこれらの平らな接合面６、１６で互いに隣接している。
【００１５】
　光線５は次に近位プリズム７の傾斜面８に衝突する。この傾斜面は点線として示した内
向きに反射する第１鏡９を備えている。そこで反射後、光線５はやはり点線として示した
第２鏡１０に入射する。この第２鏡は近位プリズム７の接合面上に配置されている。そこ
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から光線５はさらに近位方向で観察者へと反射される。図示例において光線５はいまや対
物レンズの軸線１８上にあり、対物レンズの軸線１８に垂直な横面１１を通してレンズ１
２に入射する。このレンズから光線はさらに対物レンズの図示しない近位部分へと推移す
る。この近位部分は前記公報の図３で符号３５としてある。
【００１６】
　図１が示すように遠位プリズム４の遠位端面３は対物レンズの視野方向１７に垂直であ
り、この視野方向は対物レンズの軸線１８に対して傾斜している。ここで扱われているの
は斜視角度のきわめて小さい対物レンズである。
【００１７】
　以上述べた限りで、図１に示した構造は引用した公報の図３の構造に一致している。そ
の際、２つの妨害問題の発生することがある。対物レンズの軸線と平行に入射する傾斜光
線１３は第２鏡１０の上端と第１鏡９の下端との脇を直線的に近位プリズム７を通して観
察者まで推移することができる。そのことから強い妨害が生じる。
【００１８】
　鏡１０を光線透過領域の方向で接合面６、１６によって延長すると、第２の妨害作用が
発生するであろう。
【００１９】
　別の方向にあって一層急峻に第１鏡９に衝突する他の傾斜光線１４は狭い反射角度で反
射され、正常光線５のように２回反射されるのでなく、つまり第１鏡９で１回、第２鏡１
０で１回反射されるのでなく、さらに１回往復し、光線１４を基に示すように合計４回反
射される。
【００２０】
　鏡１０が図１に示すように短い場合、図１が示すようにこの４回反射は起き得ない。し
かし光線１３の貫通を防止するためにこの鏡が延長されると、光線１４の４回反射が生じ
る。
【００２１】
　つまり光線１３を防止するには鏡１０は延長しなければならないであろう。光線１４の
４回反射を防止するには鏡は再び短縮しなければならないであろう。構造上のジレンマが
存在する。
【００２２】
　図１では接合面６、１６の面領域が透過領域１９として破線で標示してある。透過領域
１９は図１の図において点２０と点２１との間を延びている。透過領域１９は対物レンズ
を正常に通過する光線が貫通する。
【００２３】
　接合面６、１６のうち点２１の向こう側で透過領域１９に隣接した面領域は、反射する
ことなく直線的に通過する光線１３等の光線にとっても４回反射する光線１４等の光線に
とっても決定的である。本発明によれば破線で示した吸収層１５がそこに設けられている
。この吸収層は図１に認めることができるように光線１３を吸収し、しかし妨害的に狭く
反射する光線１４も吸収する。吸収層１５は透過領域１９間近にまで難なく接近させるこ
とができ、こうして直接通過する光線１３も４回反射する光線１４も広い角度範囲で阻止
する。
【００２４】
　吸収層１５はそこで利用可能な光線を吸収するであろうので透過領域１９内に達しては
ならず、しかしいずれにしても透過領域１９と第２鏡１０との間の危険な面領域を覆うべ
きであろう。しかし吸収層１５はさらに図示したように鏡１０に部分的に重ねて配置して
おくことができ、つまりこの鏡と平行に接合面６、１６の同じ面領域を覆うことができる
。
【００２５】
　鏡９は金属被覆として近位プリズム７の傾斜面８の外面に配置されている。同様に、第
２鏡１０は外側からその接合面１６に被着されている。吸収層１５は遠位プリズム４の接
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【図１】
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摘要(译)

在斜视刚性内窥镜的物镜（1）中，两个棱镜（4、4）在相对于物镜
（1）的轴（18）倾斜的平坦的接合面（6、16）处彼此相邻。 由7）组
成的棱镜组件，其中远侧棱镜（4）具有垂直于物镜（1）观察方向
（17）的远端端面（3），以及从该端面入射的光线。 （5）通过远侧棱
镜（4）和配合表面（6、16）的透射区域（19）以及近侧棱镜中的倾斜
表面（8）进入近侧棱镜（7）。 在经胶合表面（16）的第一反射镜
（9）和第二反射镜（10）反射两次之后，沿物镜（1）的轴（18）的方
向，垂直于轴（ 如图11所示，第二反射镜（10）在第二反射镜（10）
（6、16）和第二反射镜的平面内配置在透射区域（19）的外侧。 一种
物镜，其特征在于，在透明区域（19）与透明区域（19）之间配置有吸
收层（15）。 镜头。 [选型图]图1
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